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027 自然・生態系の保護と回復

Ⅱ 安全で快適に暮らせる持続可能なまち（生活・環境）

01 自然・生態系の保護と回復
生活環境部 環境政策課

浅間山、府中崖線、けやき並木や多摩川などの身近な自然環境が、次の世代に受け継ぐべき貴重な財産として認識され、生物多様
性の保全とその恵みの持続可能な利用の推進が図られることで、豊かな自然の恵みを受けることができる自然共生社会が実現され
ています。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

R 3年度

調査員による動植物生息調査を継続的に実施し、自然保護意識の普及・啓発することを目的に、自然観察会及び学習会を実施し、参加者は増加傾向
である。水辺の楽校は活動も周知され、例年多くの参加者を得ているが、小学校の総合学習の支援の実施校・実施回数の減少や、悪天候による中止
などにより、基準値当初に比較して参加者が減少している。

4,825,000 5,481,000 4,841,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

506,000 506,000 506,000

4,319,000 4,975,000 4,335,000

4,825,000 5,481,000 0

4,479,015 5,283,572 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

470,700 558,300 0

4,008,315 4,725,272 0

92.8 96.4 0.0

3.96 4.06 0.00

30,419,231 31,903,862 0

0.00 0.00 0.00

0 0 0

287,663 270,819 0

35,185,909 37,458,253 0

①自然観察会や体験学習へ参加し
たことがある市民の割合

8.4

％

16.8 - - -

84.0 0.0 0.0 0.0

20

②水辺の楽校に参加した児童等の
人数

1,662

人

1,087 - - -

54.4 0.0 0.0 0.0

2,000



達成できている点

達成できていない点

進ちょく状況

今後の課題、状況や市民ニーズの変化

これまでの主な取組と成果

５　施策の評価

今後の展開

４　施策の進ちょく状況
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調査員による動植物生息調査を継続的に実施し、自然保護意識の普及・啓発することを目的に、自然観察会及び学習会を実施し、参加者は増加傾向
である。水辺の楽校は活動も周知され、例年多くの参加者を得ているが、小学校の総合学習の支援の実施校・実施回数の減少や、悪天候による中止
などにより、基準値当初に比較して参加者が減少している。

（１）生物多様性推進事業
府中市生物多様性地域戦略に基づき、東京農工大学と研究委託を締結し、府中市の生物多様性情報の整備を行った。また、生物多様性に関するパネ
ル展示会を開催し、生物多様性の普及啓発に取組んだ。
（２）自然環境調査員活動事業
市内における自然環境を保全するにあたり、市内の動植物の生息状況その他の自然環境の調査を行う市民等の活動を支援している。自然環境調査を
市民に公開した。
（３）府中水辺の楽校
子ども達に多摩川の水辺を活用した自然環境学習や体験学習及び自然環境の啓発活動を行なう。また、小学校の総合学習の時間の支援を行う。

浅間山、府中崖線、けやき並木や多摩川など身近で貴重な自然環境を保全するために、今まで以上に市民意識の啓発や自然とふれあう機会を提供す
る必要がある。
自然環境調査員や水辺の楽校スタッフの高齢化が進み、担い手の確保が必要である。
水辺の楽校事業については、小学校の総合学習の時間の支援の充実や、天候等の影響に対するイベントの実施機会の確保に関する対策を検討してい
く。

自然環境調査員会議や水辺の楽校など市民や市民団体が主体となった自然保護活動を充実させる。多くの市民や市民団体が強い関心を持ち、自然観
察会や体験学習への参加・実践できる仕組みを作っていく。

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

多摩川において、水辺を活
用した自然環境学習や体験
活動を実施し、小学校の総
合学習の時間への支援も行
った。また、自然環境調査
員による動植物の生息状況
やその他の自然環境の把握
に努めるとともに、自然観
察会や緑化講習会等を開催
し自然保護意識の啓発に努
めた。

水辺の楽校の参加人数につ
いて指標の目標値と実績値
に乖離があるため、参加者
の増加に取り組む。市から
の財政的な支援だけでなく
、民間からの助成や協賛を
受けたり、民間活力を活用
するなど、安定的に財源を
確保する必要がある。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

自然保護啓発普及事業

生活環境部 環境政策課

主要な事務事業

2,200

環境啓発ポスターコンクー
ルの実施。
府中環境まつりにおける環
境啓発及び自然保護啓発イ
ベントの実施。
多摩川ツバメの集団ねぐら
保全活動支援。
第５８回蓮を観る会の実施
。

環境啓発ポスターコンクー
ルの実施。
府中環境まつりにおける環
境啓発及び自然保護啓発イ
ベントの実施。
多摩川ツバメの集団ねぐら
保全活動支援。

環境啓発ポスターコンクー
ルの実施。
府中環境まつりにおける環
境啓発及び自然保護啓発イ
ベントの実施。
多摩川ツバメの集団ねぐら
保全活動支援。

環境啓発ポスターコンクー
ルの実施。
府中環境まつりにおける環
境啓発及び自然保護啓発イ
ベントの実施。
多摩川ツバメの集団ねぐら
保全活動支援。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

身近な自然環境について、
市民に興味や関心を持って
もらうため、学習会を実施
し啓発に努めた。また、環
境啓発ポスターコンクール
の開催を通じて、自然環境
の保全に対する市民意識の
啓発に努めることができた
。環境まつりでは鳥の巣箱
づくりや木の実細工など自
然体験コーナー実施した。

自然環境調査員活動事業

生活環境部 環境政策課

主要な事務事業

5,368

動植物の生息状況調査。
学習会の開催。
小学校の総合的学習支援。
自然観察イベントの実施。
府中環境まつり（自然体験
コーナー）の企画・運営。
自然環境調査員会議委員研
修の実施。
ホタルの飼育事業の実施。

動植物の生息状況調査。
学習会の開催。
小学校の総合的学習支援。
自然観察イベントの実施。
府中環境まつり（自然体験
コーナー）の企画・運営。
自然環境調査員会議委員研
修の実施。
ホタルの飼育事業の実施。
ホタルの飼育事業ホタルの
飼育事業の実施。

動植物の生息状況調査。
学習会の開催。
小学校の総合的学習支援。
自然観察イベントの実施。
府中環境まつり（自然体験
コーナー）の企画・運営。
自然環境調査員会議委員研
修の実施。
ホタルの飼育事業の実施。

動植物の生息状況調査。
学習会の開催。
小学校の総合的学習支援。
自然観察イベントの実施。
府中環境まつり（自然体験
コーナー）の企画・運営。
自然環境調査員会議委員研
修の実施。
ホタルの飼育事業の実施。
。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

自然環境調査員による動植
物の生息状況やその他の自
然環境の把握に努めるとと
もに、自然観察ウォーキン
グツアーや自然環境学習会
等を開催し、自然保護意識
の普及啓発に努めた。



優
先
度当初予算額 決算額

当初予算額
事務事業の概要

事務事業
評価/

総合評価

重
要
度

事務事業名

事
業
種
別

人
件
費
事
業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）
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H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 自然保護啓発普及事業 30 623,000 615,944 584,000
自然保護や緑化への意識高揚を図
るため、環境啓発ポスターコンク
ールなどを開催する。

C 1 B B

2 自然環境調査員活動事業 30 2,176,000 2,005,001 1,243,000
身近な自然環境を保全するにあた
り、市内の動植物の生息状況及び
その他の自然環境を調査する。

B 1 B B

3 自然環境保全活動促進事業 30 2,090,000 2,088,457 2,156,000
多摩川など水辺を活用した自然環
境学習や体験学習を実施する。市
民の緑化活動を支援するための事

B 3 B B

4 生物多様性地域戦略推進事業 20 592,000 574,170 858,000
市内における生物多様性の保全及
び持続可能な利用に関する施策を
総合的かつ計画的に推進する。

B 3 A A

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 5,481,000 5,283,572 4,841,000


